
 

イベントデータ処理に関する補遺 

最終更新日：2026 年 1 月 1 日 

本イベントデータ処理に関する補遺（以下「本 DPA」）は、RELX 事業体と、スポンサー、出展

者、またはその他の当事者（以下、それぞれを「当事者」）との間の契約（以下「本契約」）

の一部を構成します。契約相手となる当事者は、本 DPA が参照されている本契約で定められる

とおりとします。 

1.定義 

1.1 「データ保護法」とは、プライバシーおよびデータ保護に関する適用されるすべての法

律、規則、規制、政令、命令、およびその他の政府要件を意味します。 

1.2 「管理者」、「データ主体」、「共同管理者」、「個人データ」および「処理」という用

語は、データ保護法において付与されているのと同じ意味を有し、データ保護法において、

「個人データ」の代わりに「個人情報」を使用するなど、同等または対応する用語を使用して

いる場合は、本書内では同じ用語として読み替えることができるものとします。 

2.適用範囲 

2.1 本 DPA は、各当事者が他方当事者（および該当する場合は本契約に基づくその関連会社）

から受領した個人データの処理に適用されます。 

2.2 「個人データの処理の方法や内容等の性質および目的は、本契約に基づく展示会、ショ

ー、会議、ウェビナー、セミナー、その他のイベントおよび付帯サービスに関連するものとし

ます。また、処理される個人データのカテゴリ、およびデータ主体のカテゴリは、本契約に基

づくものとします。さらに、処理の期間は、本契約の定めに従い行われるものとします。」 

3.役割および制限 

3.1 各当事者は、自らによる個人データの処理の目的と手段を単独で決定します。したがっ

て、各当事者は、個人データの独立した管理者となります。両当事者は、個人データを共同管

理者として処理せず、また処理してはなりません。 

3.2 各当事者は、データ保護法に基づく自己の義務を遵守するものとし、各々の遵守について

は各々が単独かつ個別に責任を負います。本 DPA のいかなる規定も、本契約に基づく個人デー

タの処理に関する当事者の権利に適用される制限を変更するものではありません。   

4.支援 

4.1 各当事者は、他方当事者がデータ保護法に基づく義務を遵守できるよう、処理の性質およ

び当事者が入手できる情報を考慮の上、合理的に必要な範囲で他方当事者に協力し、支援する

ものとします。 

5.越境移転 

5.1 各当事者は、当事者が個人データを別の国に移転する場合、その移転が、データ保護法に

従って適切な水準の保護を提供する適切な保護措置の対象となることを保証するものとしま

す。 

6.司法管轄区固有の規約 

6.1 いずれかの当事者が、記載された管轄区域固有の条項のいずれかのデータ保護法に基づ

く、または適用のある個人データを処理している場合、該当する当該管轄区域に関するその条

項が前述の条項に加えて適用されます。 
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